
























る (Fig.1)｡ プリル7㌢域r点の状態としては､前者は D仙 群の alg状態 (cu3dx2-y2.
属し､前者ではホールのスピンは､フント結合効果のために Cuサイ トに局在した 3dx2-y2･*
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できるようになる4｡この状態を記述する有効- ミル トニアンは以下の ‡ondo型の- ミル トニ
アンで与えられる｡
H - ∑ i･,･cLc,･q+∑J･,･Si･S,･-K∑S`･qiI,3,q iJ' I
(J>0,∬>0) (1)
第 1項は Cu3' の loyestunoccupiedlevel(Cu3dz2を主成分とした antibondingbandの
upperHubbardbandに対応)上のホール間の トランスファー相互作用､第2項は Cuサイ トに
局在 したLdx2-y2スピン Sl,SJ間の超交換相互作用､第3項は局在スピン S.と aloband中
のホールのスピン qiとの間のフント相互作用 (intra-atomicexchange)を表すo
(2)超伝導の起る械構
























-(2).(3)式を用いて Tc のx依存性の計算を La系について行った｡その際 Cudz2 混成型






cudz2 と 02pの混成軌道に対応するJ<ンドについて､このバンドを HubbardU(dz2)だけ
[実際には U(dz2)から電子配置が 3d9 から 3dB に変わったことによる軌道エネルギーの変






で TcのⅩ依存性を計算 した結果を Fig.3に示すT｡Fig.3では La系での T.の最大値 40Ⅹ
が再現できるように､Y8を 0.351に選んだ. またこの領域で可能なクーパー対はs波の
pairingであるod波のク⊥パー対はXが 0･5以上ではじめて Tcの有限の値を与える.また













い時の値にほぼ等 しいil･9｡ このことから Cu3dx2-y2の局在スピンは､スピンポ-ラロンの周,
辺を除いた領域で反強磁性超交換相互作用により､ ドー ピングをしない2次元正方格子系のス
ピン相関をおおよそ保持していると考えられる｡その相関長はスピンポーラロン間の距離の程















示す15｡E⊥Cで 2eV付近に由れるピ-クを､tu2◆ サイトにおける電子で占有された al｡型
upperHubbardbandから Cudx2-y2 キャラクターの空いた blO型 upperHubbardbandへの
遷移に対応するものと考えよう｡ この際 al｡型 upperRubbardbandに対する波動関数
¢(alg)が
Iaye7･ 叩t'c81






ただし Bianconiらの偏極-1X線吸収16の結果は､al｡型 upperHubbardbandと 02pqキ




La3十. cu2十.02~の点電荷が La,Cu.0サイ トにそれぞれ配置されているとしてマ-デルング
･エネルギーを考え､CuO6立方体の系について nartreeFock近似でr電子準位を計算すると､
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